
川内南中学校 霧島　一浩

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 3
(1) Ｂ 24 Ｂ 3

Ｃ 4 Ｃ 0
Ｄ 1 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 8 Ａ 2
(1) Ｂ 18 Ｂ 4

Ｃ 6 Ｃ 0

Ｄ 1 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 10 Ａ 3
(2) Ｂ 23 Ｂ 2

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 12 Ａ 2
(2) Ｂ 20 Ｂ 4

Ｃ 1 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 12 Ａ 3
(3) Ｂ 19 Ｂ 2

Ｃ 2 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 7 Ａ 1
(4) Ｂ 21 Ｂ 3

Ｃ 5 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 11 Ａ 5
(5) Ｂ 18 Ｂ 1

Ｃ 4 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 17 Ａ 5
(5) Ｂ 15 Ｂ 0

Ｃ 1 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 3
(7) Ｂ 18 Ｂ 4

Ｃ 12 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 1
(7) Ｂ 18 Ｂ 4

Ｃ 10 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0

様式６ 令和２年度　学校関係者評価結果　　　　　　　　　　　　　　№１

学校名 校長名

番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価 学校関係者評価委員による評価(集約)

評定(数値平均) 評定(数値平均)

1

　校長の学校経
営方針等が保護
者や地域に伝
わっている。

○３学期にホームページをリ
ニューアルしたので、今後、
内容の充実に努める。
○安心・安全メールを積極的
に活用する。

・安心安全メールが効果的に
活用されている。
・地域に出向き詳しく説明を
されている。2.9 3.5

2

　望ましい子供の
姿（知・徳・体）
に向かって数値的
目標を設定し努力
している。

○予備時数等を活用して、学
力向上タイムを実施し、学び
合いの時間を確保。
○体力運動能力調査で県平均
を目指す。

・学級ＰＴＡ時等で適宜アナ
ウンスされている。

3.0 3.3

3

　子供たちは、
楽しそうに生き
生きと学校生活
を送っている。

○本年度と同様に、次年度も
ソーシャルスキル・グループ
エンカウンター等の研修を実
施し、学級づくりの充実に努
める。

・よい環境だと思われる。

3.3 3.6

4

　いじめや不登校
など生徒指導上の
課題解決に向けて
積極的に取り組ん
でいる。

○いじめに関するアンケート
を定期的に実施し、早期発見
に努める。
○スクールカウンセラー・スクー

ルソーシャルワーカー等、関係
機関と積極的に連携を図る。

・個別のケースに関係機関と
連携した対応をされている。
・アンケートでは正直な気持
ちを伝えられない生徒もいる
と思うので、丁寧な対応が必
要であると思う。

3.3 3.3

5

　子供たちの安全
（登下校時、自然
災害時）について
細心の注意を払っ
ている。

○登下校の安全指導は、様々
な機会を活用して繰り返し指
導を行う。
○学校運営協議会や地域の関
係機関とよく連携をとりなが
ら地域の情報収集を行う。

・自転車通学のマナーに課題
がある（危険を感じることが
ある）。
・自転車の登校指導，不審者
情報の発信等しっかりされて
いる。

3.3 3.3

6

　教職員は、子
供や保護者、地
域との望ましい
関係を築いてい
る。

○コロナ禍の中で、保護者・
地域との連携について工夫し
た取組を検討していかなけれ
ばならない。

・コロナの影響もあり、連携
ができていない。
・やや個人差は感じられるが
やむを得ないと思う。3.1 3.0

7

　学校は常に整
理整頓、清掃さ
れ、花や緑に囲
まれている。

○エアコンの室外機設置によ
り、次年度以降学級園を変更
（準備中）。
○トイレ清掃については、次
年度も地域のボランティア団
体へ協力を依頼。

・よい環境と思われる。

3.2 3.8

8

　学校の施設・
設備は定期的に
安全維持管理の
ための点検等が
なされている。

○毎月の安全的を確実に行
い、迅速な対応を心がけてい
る。
○川内建築４団体によるボラ
ンティア活動でたくさの修繕
等をしていただいた。

・老朽化による校舎内に不備
があるように感じる。
・点検等はしっかりと対応で
きている。3.5 3.7

9

　子供たちの学
力や体力の実態
が保護者や地域
によく知らされ
ている。

○本年度の鹿児島学習定着度
調査については、保護者や学
校評議員に示していきたい。
○体力調査についても保護者
等に示していきたい。

・適宜、情報提供がされてい
ると思う。

2.7 3.4

10

　保護者や地域
は学校の教育活
動に対して協
力・支援を行っ
ている。

○コロナ禍の中で、様々な活
動が中止になっている。可能
は範囲で、支援等をお願いし
ていきたい。

・地域の学校支援に対する熱
意はある。

2.8 3.0



学　　校　　名

川内南中学校

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 8 Ａ 1
(6) Ｂ 16 Ｂ 4

Ｃ 9 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 11 Ａ 3
(6) Ｂ 15 Ｂ 3

Ｃ 6 Ｃ 0
Ｄ 1 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 7 Ａ 4
(6) Ｂ 18 Ｂ 2

Ｃ 7 Ｃ 0
Ｄ 1 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 1
(2) Ｂ 11 Ｂ 4

Ｃ 18 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 18 Ａ 6
(8) Ｂ 14 Ｂ 0

Ｃ 1 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0

＜学校関係者評価結果及び委員の意見等をふまえた次年度の改善点と対応策＞

様式６ 令和２年度　学校関係者評価結果　　　　　　　　　　　　　　№２

番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価 学校関係者評価委員による評価(集約)

評定(数値平均) 評定(数値平均)

11

　小中一貫教育
は、積極的に実践
され、子供たちの
姿として現れてい
る。

○コロナ禍で、部活動体験や
中学校の学習発表会での小６
の発表等、中止になっている
が、小６・中２の交流学習
（６・８交流）は、２月に実
施予定。

・コロナ禍でやむを得ないと
ころはある。
・小中間の連携はしっかりと
とれている。3.0 3.0

12

　薩摩川内元気
塾は、子供たち
に夢や元気を与
えてくれてい
る。

○１年は職業学習会（５つの
事業所）、２年は立志講演会
（樋脇精工）、３年はマナー
講座（鹿児島高校）を実施。
キャリア教育のよき機会と
なった。

・よいテーマで、元気塾が取
り組まれている。

3.1 3.5

13

　英語教育の推進
について、小・中
学校の特質を活か
して充実が図られ
ている。

○英語の研究授業に校区内の
小学校教諭も参加する等、情
報交換等の機会が増えてきて
いる。

・現状で、ベストな対応をさ
れている。

2.9 3.7

14

  子供たちは、
学校や地域で進
んであいさつを
している。

○生徒会と連携して、あいさ
つ運動に取り組んでいる（Ａ
ＲＭ＊Ｓ：アームズ）。
○地域においても、大人から
の声かけをお願いしていきた
い。

・無言ですれ違う生徒も見受
けられる。家庭での習慣だと
思う
・大多数はしっかりとできて
いる。

2.6 3.0

↑A=4点、B=3
点、C=2点、D=
１点として、学
校教職員の評価
を平均（小数第
１位まで）

↑A=4点、B=3点、
C=2点、D=１点とし
て、学校関係者評
価委員の評価を平
均（小数第１位ま
で）

・頻繁に学校に出入りしているのではないので、学校職員の評価を参考にして評価しました。

15

服務規律の厳正確保と
校務の整理について、
全職員の理解と実践が
なされている。（自分
のこととして捉えてい
る。）

○服務規律については、新聞
等を活用しながら繰り返し、
指導を行っている。
○研修係と連携して、参加型
の研修会が実施できた。

・特に問題や課題は感じられ
ない。

3.5 4.0



様式7 令和２年度　学校運営協議会に係る意見・感想
　

１　学校運営協議会実施後の成果について

２　学校運営協議会実施後の課題について

３　令和３年度の学校運営協議会を充実させるための手立てについて

４　その他

中・義務教育学校区名

川内南中学校

・学校の現状を理解してもらい、学校設備改善に向けて、物理的な協力と助言をいただい
た。
・学校外の情報や外部からの声を聞くことができ、後半の学校経営に生かすことができ
た。
・学校長の学校経営方針に対して、教職員の教育活動による成果・自己評価により、振り
返りができるので、今後の学校運営に対し、より信頼される学校づくりができると思う。
・協議会で出された意見、感想等を職員会議やそれぞれの委員会で検討させ実施されてい
る点が見られた。
・地域や保護者に要請や要望を出していただいた事によって、子供たちが安心安全な学校
生活、地域生活を送っている現状が大変良い成果だと思います。

・学校関係者評価の意見の中に、「関わりがないので評価できない」あるいは「見ていな
いので何ともいえない」との声があった。各項目に関する説明が足りなかった。
・コロナ渦で大変な時ではあるが、子供たちのために学校・保護者・地域が同じ目標に向
かって取り組んでいくべきだろう。
・具体的に何か決めて活動してはどうか。
・下校時は青パト隊の協力を得て、見守り、挨拶、交通指導を計画してもらいたいです。
・学力向上についての問題が出されていましたが、小学校からの継続ということも含め、
家庭への啓発を促すことが大いに必要かと思います。
・運営協議会の委員として、学校の運営状況を地域に情報として発信できていないことが
課題と考えており、次年度は情報発信できる様にしたい。

・全体協議会と学校ごとの会に分かれて実施したことで、小中一貫としての協議会の役割
と各学校での課題を捉えるための協議会の二つの良さが確認できた。
・今のような形で課題にすぐに取り組んで、解決の糸口を少しでも協議会で見出せたらよ
いと思う。
・教職員の悩みはどんな事なのか。どの方法で先生方のストレスを無くしていけばいいの
か。解決していけば先生方も気持ちよく仕事してくれるのではないかと思う。
・令和２年度の課題を取りまとめ、対応策の案を提示してほしい。
・会の時だけではなく、行事等に呼んでいただき、学校と接する機会をつくってほしい。
・学校、保護者、地域が協力してできる子どもたちへの支援（イベント）を話し合ってい
きたい。

・コロナ禍により、飲み会によるコミュニケーションがとれないのが残念である。


